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神様の作品-神殿(Ⅱサムエル記7:4-17)
　ダビデがある程度、いろいろな面で落ち着いたときに、自分はすばらしい宮殿で過ごしているのに、神の契約の箱は幕屋にあるということを寂しく思い、良かれと思って神のための家を建てようという思いを預言者ナタンに告げます。ナタンは「思い通りでいいのではないですか」と言います。しかし、その夜、神様が預言者ナタンに現れて、ダビデにこのように告げなさいとおっしゃいます。その内容が何かといいますと、「あなたがわたしのための住まい、家、住むところを用意して建てようとしているのか。いつわたしがそのようなことをあなたに求めたのか」ということでした。人間の言葉で申し上げると、「余計なお世話なんだよ」というニュアンスの話をされました。「今までわたしがイスラエルのどこかの部族にわたしのために家を建てなさいと要求したことが一度でもあるのか。それはほんとうに余計なお世話なんだよ」ということです。もちろんダビデに悪気があったわけではありません。良かれと思ってそのような思いを抱き、また祈っていたのです。しかし、自分が主のためにという思いで頑張ったとしても、それが神様と噛み合わない場合があるということを覚えないといけません。特に、神の家を建てる、つまり、神殿を建てるということになりますが、このときから実は神殿という言葉が現れ始めるようになりました。そのあと神様は、「あなたがわたしのためにわたしの住まいとして建てようとしている家はわたしにはいらない。あなたから生まれる子どもを通して、わたしがあなたのために家を建てよう」とおっしゃいます。最初はいらないとおっしゃったのに、また家を建てようとおっしゃいました。それはどういう意味なのでしょうか。神殿というのは、神様が住まわれるところという意味があります。しかし、ダビデのように人が神様を迎えて住まわせるために建てて差し上げるような建物、そういう意味での住まい、神殿などは神様にいりません。神は宇宙を創造された創造の神様なのです。神様にどこか寝るための住まいという意味での住まいはいりません。良かれと思ってやったでしょうけれども、それは大きな間違いであり、そして、余計なお世話になります。主のために私たちが生きようということは悪い思いではありませんが、まず順番として神様が私たちのために生きるわけです。そこをパスして、ただ主のために一生懸命ということは筋違いなってしまうということです。それから、ダビデが建てられるようなものではないし、いらないし、ダビデの子どもを通して建てるという意味、神殿というのは、また違う意味で神様が求めていらっしゃる本当の神殿というものは、神様ご自身が建てるものなのだという意味です。ダビデではなくて、ダビデから生まれる子どもを通して、わたしがあなたのために神殿を建てようとおっしゃったわけです。
　そういう意味で今日、神の家、つまり神殿というものは、どういうもので、どういう意味を持つのかということを正しく理解していきたいと思います。そうでないと、ダビデのように良かれと思って主のために頑張ったことが、余計なお世話のようなことになってしまいがちですので…。神殿というのは、先程も申し上げましたように、神様の住まい、神様が住まわれるところという意味があります。しかし、それは建物ではありません。神は創造の神様なのです。最初から神様は、人間を神様の住まい、神の家にしていらっしゃいました。そこを看過してはいけません。創世記1：27を見ますと、宇宙万物を創造されて最後に人を造られたとき、神のかたちに造られたとあります。唯一被造物の中でたましいのある霊的な存在として造られたと書いてあります。それは何を意味するかと言いますと、創世記2：7には、人を形造って、それからその鼻に息を吹き込んで人となったとあります。他の被造物には見ることができない創造のプロセスというものがありました。その息というものは神の霊と同じ言葉です。つまり、神様が一番最初から宇宙万物を造られて、最後に人を造られて、その人間だけは神のかたちに、神が住まわれることができる存在に造られました。そして、人間の中に入って神様がともにおられることになりました。それで人間となったと聖書ははっきり宣言しています。それが神のかたちという意味です。
　それから、神様は人に祝福を宣言されます。「生めよ。ふえよ。地を満たせ」と。つまり、神様がともに住まわれることによって神のかたちになって、神の代わりに宇宙を治める存在として生きるということだったのです。それを通して、神は栄光を現そうとしていました。最初から唯一人間だけが神がともにおられることができる霊的な存在として造られて、神様がともにおられるようになりました。それを人間の幸せというわけです。そして、「生めよ。ふえよ」つまり神の代わりに、神様の願いをもって神の栄光を現すために、神様がなそうとしていらっしゃることに用いられて全うしていくことを祝福と言います。幸せと祝福とは少し異なる意味を持ちます。そして、そのことのために神がともにおられるがゆえに人間のみに与えられているプレゼント、力、祝福がなにかと言いますと、創世記2：1-3、まことの安息、安らぎを与えられました。これは人間だけに許されているものです。完全なる神様がともにおられ、バックになっていることによって生まれるものが安らぎ、安息というものです。しかし、残念ながら、人は悪魔の誘いに乗って、神様にしてはいけない罪を犯してしまうようになります。それが創世記3：1-5に詳細に記されています。善と悪を知る木の実を食べてはいけない。創世記2：17には、それを取って食べるときには必ず死ぬと神様が警告していらっしゃいます。にもかかわらず、悪魔の誘いに乗って、神に背いて神様との約束を破り、信仰を捨てて、その実を取って食べて罪を犯した瞬間、警告どおりに死んでしまうことになります。それは息が絶えるということではありません。それは付いてくる結果であって、「罪から来る報酬は死です」と言われているように、神がともにおられる神のかたち、つまりいのちの祝福、それが絶たれることになります。神が人から離れるようになり、神がともにおられる状態がすべて壊れていくようになりました。これを死といいます。いのちの根源である神様から離れて、神様が人から離れて、二度と神様と一緒になることはできなくなりました。それを新約聖書、エペソ2：1には、「自分の罪過と罪との中に死んでいた者であって」と書いてあります。ですから、仕方がなく自分がどうしようと思っていても、自分の力ではどうしようもできなません。エペソ2：2、空中の権威を持つ支配者、悪魔、サタンに従って、世の風習、世の流れに流されるようになるしかない存在になってしまいました。聖書は、「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者」であるという到底認めたくない悲惨なことを言われます。でもそれが事実です。その結果、エペソ2：3、生まれながら神の御怒りを受けるしかない者として生まれることになりました。つまり、神様がともにおられる神の住まいだった人間が、その神様が離れてその状態が破れた結果、人はどうしようもできない不幸に捕らわれるようになったということです。そして、これが霊的な問題なので、人間自ら神様を探して行くこともできないし、会うことも、知ることもできない状態になり、むしろ神に敵対して、神に背くこと以外にはできない存在、状態になってしまいました。神の住まいとしての祝福が壊れてしまった結果、このような霊的な状態になり、その結果、人間は地獄に落ちるしかない運命に捕らわれて生きるようになるし、生きている間にも何が答えなのか、何が幸せなのか、何が本当なのかを知らずにさまよい続けるようになります。そして、あらゆるところが崩壊して、破壊されて、また他の人も破壊してしまうような人生、世界になるしかありませんでした。その結果、どんな人でも人生そのものが頑張れば頑張るほど、生きれば生きるほど疲れること以外に何もありません。残るのは虚しさ以外に何もありません。疑問符だけが残る人生になってしまいました。神がともにおられる神の住まいは人間だけです。神がともにおられることのために、宇宙万物の中で人間だけにたましいを与えられ、霊的な存在にしました。そこ以外に神様が住まわれることができるところがありません。もちろん神様は宇宙のどこにでもいらっしゃる方です。と同時に神殿ということで神様がともにおられる場所というのは霊的な存在である人間の他にはありません。

つまり、神殿というのは、建物ではなくて、どこにでもいらっしゃる、住まいなどはいらない神様ですが、神の目的、神の栄光のために、人とともにおられるようになるということを神殿と言います。最初から神様は人を通して神の栄光を世界中に現そうという計画の中で人を神の住処にしていらっしゃったわけです。しかし、それが全てダメになってしまいました。そこで人間自らは回復できない罪なので、神様が自らキリストを通して神様の家、神の住処を回復することにされました。それが最初から創世記3：15、女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕き、かかとに噛みつかれるという約束、預言とともに、神様自ら神の住まいを造るよ、神の住まいを回復するよとおっしゃったわけです。これが神様の一番の願いであり、神の最大の計画であり、神様のテーマです。失って壊れてしまった神の住まいを回復するためには、どんなことでも神様はなさる方です。それを邪魔することもできないし、それにかなうものなどは宇宙に存在しません。それを象徴するために、ダビデが良かれと思って神殿の話を持ち出したのですが、「余計なお世話なんだよ、それはわたしのテーマであり、神様にしかできないことなのに、ちょっと勘違いしているのではないか」ということをダビデに、また、来る世々に教えるために、ダビデではなくてダビデから生まれる子どもを通して、つまり、ソロモンを通して結局神殿を建てるようにされます。しかし、それはソロモンが建てたわけではありません。人間つまり、ダビデではなくて神様自らキリストを通して建てるものなのだよということを教えるための象徴的な内容です。ここでダビデの子というのは、直属はソロモンはでしょうけれども、本当はキリストを意味するわけです。マタイ1：1を見ると、イエス・キリストの系図のことが書かれていますが、アブラハムとダビデの子孫イエス・キリストの系図と書いてあります。他のところにもいろいろありますが、ルカ18：38、バルテマイがイエス様のことを目が見えない状態でこのように叫んで呼び止めます。「ダビデの子のイエスさま」。意味がわかりますか。ダビデの子によって建てられるということが。イザヤ7：14には、そのイエス・キリストが来られることを預言して、処女がみごもって子どもを生む。その名を『インマヌエル』と言いなさいとあります。それが成就してイエス様が生まれたときに、マタイ1：23、その預言が成就して、その名を『インマヌエル』と言いなさいと言うのは、神が私たちとともにおられるという意味で、神ご自身であるイエス・キリストが人間の体をとってこの地上に来られました。この人間の肉体をとって、その人間の肉体の中にまことの神の霊が宿る一番のサンプルだったわけです。イエス・キリストこそが神殿なのです。アダムとエバが罪を犯した以来、初めて神が宿る肉体としてこの世に現れた最初の方であり、サンプルなのです。だから、イエス様が神殿に上られたときに、神殿のぐじゃぐじゃをご覧になって、怒りとともに片付けられていました。そして、イエス様はこのようにおっしゃいます。「この神殿を壊しなさい。わたしが3日で建て直すから」。それを聞いていた人々が、これを建てるのに46年かかったのに3日というのはどういう話なのかと、弟子たちもよく分かっていませんでした。しかし、聖書には、それがイエス・キリストのからだの神殿を意味することであると明確に書かれています。イエス・キリストのからだ。イエス・キリストの肉体、からだ、それが神殿だったということです。
こういうことがわかっていた初代教会の信徒の方々、その中でもステパノという人は、死を覚悟して真実をあかしていました。使徒7：46-50でステパノはこのように言います。「ダビデは神の前に恵みをいただき、ヤコブの神のために御住まいを得たいと願い求めました。けれども、神のために家を建てたのはソロモンでした。しかし、いと高き方は、手で造った家にはお住みになりません。預言者が語っているとおりです。『主は言われる。天はわたしの王座、地はわたしの足の足台である。あなたがたは、どのような家をわたしのために建てようとするのか。わたしの休む所とは、どこか。わたしの手が、これらのものをみな、造ったのではないか』。創造の神様が住まわれるところはどこなのか。建物なのか。そんなところに神様は住まわれるわけではありません。たましいを持つ、神のかたちに造られた人間の中に神様は住まわれる方なのです。神殿であるイエス・キリストを信じて受け入れることによって、そのイエス・キリストを通して罪人でありました私たちは神様と出会うようになり、神様がともにおられる、神様が住まわれるところに変えられます。それでイエス様は預言されます。ヨハネ14：16-17、わたしはもうひとりの助け主、聖霊をあなたがたに送る。その聖霊があなたがたといつまでもあなたがたの中にともにおられるためですと預言されました。それから、ヨハネ19：30、十字架においてこのすべてを完了したと宣言され、よみがえられました。天に昇られる前に使徒1：4、父が約束された聖霊を待ちなさいとおっしゃって天に昇られたあと、マルコのタラッパンで祈っていたときに、約束どおりにヨエルの預言書が成就する場面が演出されます。聖霊が火のごとく、影のごとく、そこに集まっているイエス・キリストを告白している各々、ひとりひとりの上に臨まれまして、聖霊が約束どおりに内側に住まわれることになり、信じるもの皆にいのちが与えられることになりました。ですから、聖書は少しも迷うことなく躊躇せずにローマ10：13、「主の御名を呼び求める者は、だれでも救われる」と書いてあります。ヨハネ1：12「受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった」。そのように神殿であるイエス・キリストを受け入れた者に対して、エペソ1：13にはこのように書かれています。この方にあって「またあなたがたも、キリストにあって、真理のことば、すなわちあなたがたの救いの福音を聞き、またそれを信じたことによって、約束の聖霊をもって証印を押されました」。その結果、Ⅰコリント3：16で言われているように、あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのかと言われるようになりました。これが神様が自ら神殿を建てられるという意味です。誰でもイエス・キリストを信じる者は、イエス・キリストを心に受け入れた人は、どんな過去があろうが、今現在どういう状況であろうが、弱さがあろうがなかろうが、限界があろうがなかろうが一切関係ありません。神はその人を住まいにして住まわれます。神の神殿として造られることになりました。これがクリスチャンです。これがイエス様を信じることです。ただ教会に通い、なにかのルールを守り、神様を恐れて主のために恐る恐る何かをやる存在ではありません。神の神殿です。
まとめましょう。神殿というのは、キリストを通してのみ造られる神様の作品です。ですから、信者である皆さんは、エペソ2：10に書いてあるように「私たちは神の作品であって、良い行ないをするためにキリスト・イエスにあって造られたのです」。自分が神の作品なのです。神が住まわれるために神殿として造りあげられ建てられた神の作品だということです。ですから、預言者ナタンを通してダビデにおっしゃったのは、神様が建てられる神殿は、ダビデ、おまえがイメージしている神殿ではない。建てて神様に差し上げようというのはいらないし、不可能だし、余計なお世話なのだ。わたしがあなたのために、神殿は私のために、私たちのために神様が建てることであり、その本物の神殿を通して、神様はダビデに祝福を宣言されます。祝福の宣言の繰り返し強調される言葉が堅く立つようになります。そして、愛のムチをもって彼らを叩くことがあるとしても、サウルを捨てたかのように捨てられることなどは決してありません。そのような祝福の預言が、神の作品である信者、イエス様を信じている私たちにそのまま成就しているということを覚えていてください。Ⅱサムエル7：12-13に堅く立つとあります。ペテロがイエス様に「主は生ける神の御子キリストです」と告白したときに、マタイ16：18「わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てます」とあります。皆さんの弱さや周りの攻撃や世がどんどん変わることなどによって皆さんのいのちの祝福や幸せが変わることなどはありません。岩のように堅くなります。これが祝福なのです。
なぜでしょうか。神が建てられた神殿、神の作品だからです。今日の箇所の7：14には、わたしが父となり、彼が子どもとなるとあります。今までイスラエルには父という概念があまりありませんでした。ただ神様という概念でした。この神殿を通して神様が父となり、子となります。日本、また韓国では父、子の関係に対していろいろなイメージがありますが、それは全部消してください。イスラエルで父と子という概念は、父のすべてのものが子のものという意味で、父と対等な関係という意味で父子という関係を説明します。ローマ8：15、キリスト・イエスを信じている者は、創造の神様を「アバ、父」「パパ、父」と呼ぶことができる子としてくださる霊を受けている者なのです。なぜなら神の神殿だからです。先程も申し上げましたように、7：14-15には、戒めがあり、懲らしめがあるけれども、それが愛のゆえにあることであって、捨てることはありません。神の消えない恩寵、恵みについておっしゃいました。ローマ8：1-2、「キリスト・イエスにある者が罪に定められることは決してありません。なぜなら、キリスト・イエスにある、いのちの御霊の原理が、罪と死の原理から、あなたを解放したからです」。私たちが神の作品、神殿である限り、この祝福は私たちのものなのです。ですから、皆そうでしょうけれども、特にレムナントの皆さんは、自分がこうだ、ああだと思い、自分を作ろうとしたり、自分を変えようということで悩んでいると思いますが、自分を作ることも悩むこともできません。それはダビデが神殿を建てて差し上げましょうかと言ったことと同じことです。神様が私たちを造られます。ですから、そういうことを気にせずに、神様がキリストにあって新しく造られた自分、主にある自分を発見して、素直に信仰を持って認めること、これが自分を変える方法です。自分を変えよう、だめだということは宗教です。だから、キリストを通して、私たちにはできないから、神様自ら作品を作られたのに、神の腕をないがしろにするつもりでしょうか。神様の腕を讃えないといけません。こんな者を…間違いありませんが、しかし、それは私ではありません。神が造られた神の住まいとなっているすばらしい神の作品なのです。それを喜ぶことです。それが勝利の武器です。それが信仰生活です。負担を強いられて、嫌々やることではありません。

それから、先程も申し上げましたように、私が主のために生きるのではありません。もちろん今まで自分中心で欲望や世の目的のために生きてきたので、そうではなくて主のためにということは当たり前なことです。しかし、ダビデのように主のために何かして差し上げないといけないかなという意味での「主のために」は勘違いで余計なお世話なのです。神様が私たちのために、信者のために生きられるということを徹底的に胸に刻み込んでください。今まで神様がこんなボロボロな私のために働いていらっしゃいました。そして救いを与えられました。今現在も神様は私のために働いて仕事をしていらっしゃいます。だから、みことばを通していやしの祝福を与えられ、私たちが余計なすべてを振り払ってオンリーの信仰になるように、今もあらゆる方面から計算を超えて私たちのために働いていらっしゃいます。神殿とされて、神殿らしくなるために、これからも神様が私たちのために生きられ、また働かれます。神殿となった自覚を持ってください。神のテーマは神殿を建てることしかないのですが、いまだに神様が備えられている多くのたましいが神殿でないままです。そこにイエス・キリストの福音の祝福をおあかしすることによって、彼らひとりひとりが神の住まいと変わること、それが神殿建築です。福音宣教こそが神殿建築なのです。そのことを備えて、私たちをそこに導き、神が働かれて、それを私たちは収穫して、味わうようにしていらっしゃいます。できる、できないという概念はクリスチャンの私たちにはいらないものです。ぜひ神殿という言葉、その意味を正しく理解することによって、自分を見直すようにしてください。信仰生活そのものも、何か重くのしかかるようなことはすべて嘘で、間違いです。神が私のために生きるわけです。それを私たちは認めて乗っかっていくので祈りに専念するようになるでしょう。そういう意味です。祈りは私たちが主のために一生懸命、頑張る行為ではありません。神が私のために生きるから、弱さを抱えていても環境がだめであってもそれが私に問題になりません。
改めて申し上げましょう。特にレムナントの皆さん、まだ人間的に完成されていないレムナントの皆さん、自分をああだ、こうだと評価する以前に、そして、こうしなくちゃ、こうならなくちゃ、変えるべきなのにというような悩みから自由になって、神が私たちを造られて、私たちのために生きる神の作品であるということを覚えて認めましょう。そこから入っていきましょう。

（祈り）
恵み深い天の父なる神様。私たちが良かれと思って宗教的な思いで主のためにと思っていることが裏目に出る場合もあるということを教えられました。特に神殿を語るときには、神様しかできないし、キリストを通してのみ神様が造られる、しかも私たちのためにあることを覚えて感謝いたします。私たちイエス・キリストを信じる信者ひとりひとりは、神様が造られたすばらしい聖なる作品であることを忘れずに、その自負を持って、今までもそうであったし、ダビデにおっしゃったように今現在もこれからも神が私のために生きるということを信仰の根幹にして祈りの祝福を味わうことができるように、残りの生涯神様が備えられた神殿を建てる福音宣教の働きにフォーカスを合わせて主に導かれるようにひとりひとり祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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